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なみに、我が国の石炭資源量は-900m以浅域で47.68億トン、

可採埋蔵量は3.55億トンである。

　図4-1にWEC2007での可採埋蔵量の地域分布を示す。北

米、欧州で過半数を占め、アジアが次いで多い。埋蔵量
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　洞爺湖サミットの成果を受けて低炭⋚ 舏 榆 けてと





■環境関連 

低炭素社会に向けた火力発電のCO2削減 ～2050年に50％削減するための一考察～ 
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⑥C2 削 減
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いて、“石炭ってそもそも何？”という素朴な疑問に答える

べくブースの展開を図った。

　一方で、本展示会開催期間中の12月12日に、一般のビジ

ネスパーソンの方々を対象に、サイエンスジャーナリスト

の東嶋和子さんを招いて、“石炭ってエコなの？～くらしを

ささえるクリーンな石炭～”をテーマに石炭セミナーを実施

した。この講座の中では、石炭と私達の暮らしとの関わり

について、石炭の歴史やどのように石炭が使われている

か、新しい石炭エコ技術開発の様子、これからの石炭の使

われ方等について、資源エネルギー庁資源・燃料部石炭課

長はもとより、新日本製鐵株式会社（産業をささえる石炭）

や電源開発株式会社（くらしのエネルギーと石炭）、三菱重

工株式会社（環境にやさしい石炭利用）から石炭関係者以外

の方々にも分かり易く石炭エネルギーについて講演を行

い、環境対策への取り組みや暮らしにおける石炭の重要性

を訴えた。尚、フロアからも石炭と環境の関係について活

発な質問や意見が発言された。石炭に関係している方々以

外の方々とこのようなディスカッションをすることは大変

貴重な経験であった。詳細並びに講演資料（含、動画）は

JCOALのwebsiteに掲載してあるので、ご参照頂きたい。
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地下ガス化国際会議
　石炭生産技術振興費補助金事業（石炭生産技術情報収集交

換事業）で深層石炭開発技術の一つである石炭地下ガス化技



32

　QLD州では地下ガス化は石炭の鉱業権、CBMはガスの鉱

業権が適用となり地域的な鉱区の重複が発生する。先に地

下ガス化を行うとCBM開発ができないという問題と、先に

CBM開発を行うと開発に数年要するという問題が、両者の

摩擦を生じている。一方ヴィクトリア州では鉱業権が単一

で有り問題は生じない。英国においても1990年代からの同

様の議論には決着がついていない。

・EIS及びPAの重要性

　現在、豪州では居住地域から離れた場所で事業が行われ

ており問題は生じていないが、英国では総論賛成でもNot in

my backyard.（他所で実施せよ）



■国際会議・予定 
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